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7. 万物の変化はまさに諸行無常 
 

中性子と陽子と電子の 3種の粒子の集合の仕方が変化すれば原子やイオンが変り、原子

やイオンの集合の仕方が変化すれば分子の性質や機能が変化します。分子やイオンの集合

の仕方が変化すれば物質が変化しますし、物質が変化すれば万物の組織や性質や機能も変

化します。このように 3 種の粒子が集合して地球上の万物が作り出されていますが、その

3種の粒子の集合の仕方により万物の性質や機能が発現していると考えることができます 

A子さんが恋人として B君との付き合いを決心したり、結ばれていた A子さんと B君

が別れを決心したりするためには、将来の生活の精神的あるいは経済的な安定性を考えな

ければなりませんし、気持ちの整理をし、家族や周囲のことも考え合わせて種々の障害を

乗り越えなければなりません。同じようにこの 3種の粒子の集合の仕方が変化する反応も、

反応の前後の系 A と系 B のそれぞれのエネルギー的な安定性の違いや、系 A から系 B へ

の反応の途中で乗り越えなければならないエネルギー的に不安定な障害が反応の経過を大

きく左右します。A子さんと B君の恋愛において大きな障害があるときには決心するのに

大きな努力と時間を要するように、系 Aからの反応は越えて行かなければならない峠が高

ければ大きな活性化自由エネルギーを要しますから、反応がほとんど進行しないほどに極

端に遅くなります。逆に、この峠が低ければ活性化自由エネルギーが小さくなり、反応は

速やかに進行します。このように遷移状態の峠の高さにより反応の速度が指数関数的に変

化しますから、反応の進行は活性化自由エネルギーの大きさに依存します。 

また、系Ａから系Ｂの反応の自由エネルギー変化が大きな負の値となる場合には、余っ

たエネルギーを放出しながら系Ａから完全に系Ｂに変化してしまいます。逆に、系Ａから

系Ｂへの自由エネルギー変化が正の場合には、エネルギーを供給してやらなければ系Ａか

ら系Ｂへ変化しません。A子さんと B君が将来幸せになれると思えば、たとえ障害が大き

くて時間がかかろうとも最終的には二人が結ばれるように、系Ａから系Ｂの反応の活性化

自由エネルギーが大きな場合には、反応が極端に遅くなりますから反応の完了するまでに

長時間を要するようになりますが、反応前の系 Aよりも反応後の系 Bがエネルギー的に安

定で自由エネルギー変化が負の値を持つときには、系 Bへの反応は必ず進行して行きます。 

物理学の基礎となる熱力学の 3法則のなかには、外界から独立し遮断された閉鎖系では、

エネルギーも物質も形態は変化してもその総量を不変とするエネルギー不滅と物質不滅の

法則が含まれています。また閉鎖系の中では、エネルギーを発散しながら秩序の失わる方

向に変化が起こり、逆に秩序高く組織し集合させるためにはエネルギーを必要とすること

が、エントロピーの増大するように変化が起こるという法則として認められています。全

ての系においてエネルギー不滅の法則が成り立ちますから、自由エネルギー変化が負の値

を持つ反応は進行と共に余ったエネルギーを放出しますが、ここで放出されたエネルギー

を受け取って自由エネルギー変化が正の値を持つ吸熱反応が進行するばかりでなく、熱エ

ネルギーや電気エネルギーなど種々のエネルギーの形態に変化します。物質の持つ自由エ
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ネルギーは分子や原子などの構成単位が個々に持つエンタルピーと呼ばれるエネルギーと、

その構成する単位が秩序を持って集合し組織するためのエネルギーを加え合わせたエネル

ギーの総量ですから、構成単位の変化によるエンタルピー変化によってより安定な物質に

変化して行きます。また、全ての物質は熱力学の 3 法則に支配されていますから、何らか

のエネルギーの供給を受けて初めて秩序を持った物質が形成されます。このエネルギーの

供給が得られなければ、エントロピー変化が増大する方向に変化が進行し、物質の持つす

べての秩序が崩壊してゆき安定な状態に戻ります。 

石器時代には土器や石器が、そして青銅器時代には青銅器が権力の象徴でしたが、鉄器

時代になりますと鉄器が権力の象徴として権力者と共に埋葬されました。地球上に満遍な

く存在する水や酸素によって石器や土器はほとんど変化しませんし、青銅器も表面が錆び

るだけですが、金属の鉄から酸化鉄への変化は自由エネルギー変化が負の値を持っていま

すし、その変化の活性化自由エネルギーは大きくありませんから、鉄器はかなり短時間に

酸化されてしまいます。そのため、数千年を経た現在でも青銅器時代の古墳からは使用や

鑑賞に堪える武器や道具が出土しますが、5 世紀頃に作られた古墳から出土する鉄器は単

なる酸化鉄の固まりに過ぎません。因みに、福岡市の志賀島で出土した漢委奴国王印は金

でできていますから、現在でも黄金色に輝いています。同じような権力を誇示する象徴で

も時代により大きく違いがあり、鉄製の象徴は果敢ないものです。 

7～8 世紀に建立された法隆寺や東大寺や興福寺は存在を誇示するように、緑青と辰砂

を混ぜ込んだ青色と丹色(朱色)の漆の塗料で色鮮やかに塗り上げられていました。また、多

くの建物の屋根は表面が緑青により着色した銅板で葺いてありましたから、奈良の都は青

や赤に彩られて美しいという意味で｢青丹良し｣と形容されました。しかし、青丹良しと形

容された奈良の都も 1300年の風雪に晒されてしまいましたから、法隆寺も東大寺も太陽光

に晒されていた部分では堅牢な漆の塗料も次第に分解してプラスティックの性質を失い、

青緑色の緑青も朱色の辰砂もエントロピー変化が増大する方向に剥げ落ちてしまいました。

そのため現在ではこれらの文化財は軒や柱などの木材の生地が露出して、建立当時の色鮮

やかな青丹良しの威容は残っていませんが、長年の歴史を感じさせる風格を備えています。

長年の時間の経過と共に文化財も熱力学の 3法則に従って諸行無常の変化をしています。 

地球は太陽から膨大なエネルギーを供給されていますが、全く同量のエネルギーを周囲

に発散していますから、地球は外界から遮断され独立した閉鎖系と考えることができます。

当然、地球は熱力学の 3 法則に支配され、地球全体としてはエネルギー不滅の法則が成り

立っています。地球の中では海の水が温められて蒸発し、雲となって移動し雨となって山

に降り注ぐエネルギー変化を伴った循環が起こっています。植物は太陽からのエネルギー

を吸収して二酸化炭素と水からブドウ糖を生合成して化学エネルギーとして蓄積します。

ブドウ糖の形で蓄積されたこの化学エネルギーは全ての生物の組織や秩序を形成するため

に利用されるばかりでなく、それらの生物の組織を維持するための活力として利用されて

います。しかし、この生物の組織に支障が起これば組織を維持することができませんから、
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エントロピー変化の増大する方向に変化が進行して生物の遺骸は自然に帰ってゆきます。 

人間も生物の一種に過ぎませんから、ブドウ糖の形で蓄積された化学エネルギーを吸収

して子孫という新たな組織を作り、命を全うしますが、組織が支障をきたせば健康を害す

ることになり死に至ります。死と共にエントロピーの増大の法則に従い、人間の遺体も最

も安定な二酸化炭素と水の状態に変化して自然に帰ってゆきます。往時の支配者が権力を

誇示するために作った古墳や神社仏閣などの文化財も、人為的にエネルギーを加えて作り

上げたガラスやプラスティックなどの物質も熱力学の 3 法則に従い最も安定な状態の物質

に次第に変化して行きます。このように熱力学の 3 法則に従って、万物を構成する全ての

物質は自然にあるいは人為的にエネルギーの供給を受けて形作られ、また他の組織を持つ

物質に変化して行きます。これぞまさに諸行無常の変化です。 
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